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はじめに
 研究背景

下肢障害の⽅や年配の⽅の電動⾞いす利⽤が増加
→⾞いすの交通事故も増加傾向[1]

⾃動運転技術を取り⼊れることにより，
安全性の向上が期待される

 問題点
・どのような⾏動をするのかわからないという不安
・搭乗者⾃⾝が運転することを望む⼈が多い

協調運転の関連研究

Uここに数式を⼊⼒します。

搭乗者の運動主体感を維持し，システムが
運転⽀援を⾏う協調運転が効果的

𝑼 ൌ ሺ𝟏 െ 𝜶ሻ𝑼𝒅𝜶𝑼𝒔
𝑈：⾞いすへの最終出⼒
𝑈௦：運転システムの⼊⼒
𝑈ௗ：搭乗者の⼊⼒
𝛼：システムの⽀援強度(0  𝛼  1)

線形結合︓搭乗者の操作と，運転システムの操作を
線形に結合する協調運転

U

・𝛼 ൌ 0.5など固定値で⽤いられることが多い

周囲との距離に応じて⾃動で⽀援強度変更[3]
• 障害物や歩⾏者との距離に応じて⾃動で⽀援強度の変
更を⾏う

→距離が近いと必要以上の⽀援を⾏い，適切な⽀援を⾏
えない可能性

⾛⾏状況により搭乗者⾃⾝が⽀援強度を変更可能なイン
タフェースの提案

協調運転時に搭乗者が任意のタイミングで
⽀援強度を変更可能な⾞いすの評価

 ⽀援強度𝛼の変更⽅法
→搭乗者が任意のタイミングで⼿動で⽀援強度を切り
替え可能にする（本実験ではボタンで切替を⾏う）

・通常の⽀援による運転︓運転システムの⽀援強度⼤
→システム主体の運転が可能

・搭乗者主体の運転︓運転システムの⽀援強度⼩
→搭乗者が望むタイミングで搭乗者主体の運転が可能

U

研究⽬的

実験

 タスク

 実験条件

 実験⽬的
 協調運転時に，搭乗者が⽀援強度を変更可能な運転
⽅法に関し，運動主体感および安全性について評価
を⾏い、有⽤性を⽰す．

 VR 環境内で⾞いすを操作し，歩⾏者とすれ違い移動
を⾏い，⽬的地へ移動を⾏う．

⽀援強度α

固定条件
⽀援強度固定 0.5

⾃動切替条件
⼈との距離により⾃動で

⽀援強度変更

െ𝟎. 𝟏 ∗ 𝑿  𝟏. 𝟏 (2  𝑋  8)
𝟎. 𝟑 ሺ𝑋 ൏ 8ሻ
𝟎. 𝟗 ሺ𝑋  2ሻ

⼿動切替条件
（提案⼿法）

ボタンにより⼿動で
⽀援強度変更

0.9（システム主体）
0.3 （搭乗者主体）

運転⽅法 グラフ

 提案⼿法のシステム構成

線形結合を実現

実験結果と考察

・固定条件・⼿動切替条件は中央値が同じで⾼い評価
しかし，⼿動切替条件での評価の分散が⼤きい

→⾛⾏状況により適切な⽀援強度での⽀援が⾏えない

安全性 運動主体感

安全性

運動主体感
・安全性と評価の傾向は同じ．全体的に評価が⾼い。

提案⼿法は初⼼者には難しい運転⽅法だが，理解度が⾼ま
ると，安全性・運動主体感を⾼めることができる運転⽅法
であると考える

⾚枠：提案⼿法

・提案⼿法の評価が⾼い⼈と低い⼈の差が⼤きい
→運転操作の理解度により、評価が分かれると考える
※被験者の意⾒「ボタンの利⽤タイミングがわからない」

 考察
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